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美しい国づくり政策大網
（H15.7)

景観に配慮した防護柵
の整備ガイドライン

(H16.6)

景観計画の策定
（法第８条２項五号

重要公共施設（道路））
国土交通省所管公共事業に

おける景観検討の基本方針(案)
（直轄事業について）

（H19.4)

道路デザイン指針(案)
（H17.4)

個別計画の策定

（例）
○○川景観計画
□□通り景観計画

本局景観委員会

地方整備局景観委員会

景観形成管理システム

地方整備局や事務所等による道路景観整備
に係る指針等

道路のデザイン
道路デザイン指針(案)とその解説

（H17.7)

道路のデザイン
-道路デザイン指針(案)と

その解説-

（H29.○)

道路のデザイン
-景観に配慮した道路附属物等

ガイドライン-

（H29.○)

国土交通省所管公共事業に
おける景観評価の基本方針(案)

（直轄事業について）
（H16.6)

法整備 指針・ガイドラインの整備

（１）『道路のデザイン』の経緯と位置づけ

※国土交通省所管公共事業の場合

：時間の流れ

：相互の繋がり

景観法
(H16.5)

景観行政団体による

‐凡例‐

道路景観整備に
係る指針等の策定

地方自治体による
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道路
附属物等

理念 実践

指針（案）解説 必要に応じて個別の検討
（検討の体制を確保）

道路
全体

指針（案）解説 の取り扱い範囲

道路附属物等ガイドラインの取り扱い範囲

計画構想 施工
概略
設計

管理

維持修繕、交安事業等

予備
設計

詳細
設計

照明柱

標識柱

歩道橋道路附属物等
ガイドライン

（２）『道路のデザイン』の活用・分担イメージ

防護柵

道路のデザイン【指針(案)解説及び道路附属物等ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ】
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（３） 『道路のデザイン』の道路事業での利用方法

路線現況調査構
想
・
計
画

都市計画
決定

予備設計Ａ

事業採択

路線測量・調査

予備設計B

詳細設計

工事
（維持管理含む）

新設・改築事業(道路)の流れ
道路のデザインの利用方法

指針(案)解説 道路附属物等ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

設
計
・
施
工
・
管
理

関係機関
設計協議

地元協議

【構想・計画段階】
①景観資源の抽出
②目指すべき景観の方向性及びそれを実現

するための「道路デザイン方針」の設定 等

【設計段階】
①「道路デザイン方針」基づき道路デザイン

の具体化・調整
（※地形・地質等の細部条件の確認による

調整を実施）
②道路を構成する要素である

・土工、橋梁等の道路構造物
・歩車道や休憩施設等の空間
・道路附属物 等

のデザイン方針の設定。
③②に係る植栽や色彩のデザイン検討 等

【設計段階】
①「道路デザイン方針」を含めた道路附属物

全体でのデザイン方針の検討
②個々の道路附属物に関する色彩、形状

等の検討
③道路附属物の全体調整として、以下の

点に留意した検討 等
・道路附属物同士の色彩、形状の統一
・道路管理者間での統一
・近接する道路付属物等との調和
・整備時期のズレへの対応

【施工段階】
①現場での留意点や対応方針の立案
②仮設構造物の景観検討 等

【維持管理段階】
①構想段階からのデザイン方針を踏襲した

維持管理
②関係者との協力体制の構築 等

【施工段階】
①暫定供用時の景観についての検討 等

【維持管理段階】
①一貫したデザイン方針を踏襲した維持

管理方針の検討
②素材の特性に応じた維持管理 等
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対象外事業も含め
『道路のデザイン』
への準拠

（４） 『道路のデザイン』の景観検討での活用

※出典：公共事業における景観アセスメント（景観評価）システムの概要（国土交通省HP）より
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（５）事業種別毎の主な参照箇所

１．歩行空間拡充の場合
参照箇所

目 次 該当頁

①地域特性による道路デザインの
留意点

3-6 市街地における道路デザイン p.62～65

②構想・計画時の道路デザイン方
針の設定等

4-1 道路デザイン方針の設定
4-2 構想・計画時における道路デザインの重要性

p.67～68
p.69～70

③市街地の道路計画（空間再配
分等）

4-4市街地の道路の計画 p.78～84

④設計・施工時の基本的考え方 5-1 設計・施工にあたっての基本的な考え方 p.87～88

⑤道路構成要素の設計

5-5 車道・歩道及び分離帯の設計
5-10 道路附属物等の設計
5-11 植栽の設計
5-12 色彩の設計

p.108～110
p.118、120
p.121～127

p.128

⑥施工・維持管理の留意点
5-14 施工時の対応
6-1 維持管理～6-4 植栽管理

p.131
p.135～139

道路の新設事業においては、基本的に構想段階から事業進捗に合わせて指針(案)
解説を一通り参照し、設計段階からは採用される道路附属物に応じてガイドラインの該
当箇所を参照しながら両図書が使用されることが望ましい。

一方、近年の歩道の拡幅や自転車走行空間の整備、無電柱化などの道路空間の再
構築(リノベーション)事業は、事業内容が多岐に渡っており、本書の参照箇所も事業の
内容に応じて適切に選択する必要がある。

そこで、本書の適切な利活用をサポートすることを目的に、最低限、参考するべき箇
所と該当頁を整理した。

表-１ 歩行空間拡充の場合の参照箇所

※目次と頁数は現行の指針(案)解説より

２．自転車走行空間整備
の場合

参照箇所

目 次 該当頁

①地域特性による道路デザインの
留意点

3-6 市街地における道路デザイン p.62～65

②構想・計画時の道路デザイン方
針の設定等

4-1 道路デザイン方針の設定
4-2 構想・計画時における道路デザインの重要性

p.67～68
p.69～70

③○○ ○-○ ○○ p.○～○

表-２ 自転車走行空間整備の場合の参照箇所

・・・・・
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（６）受注業者への周知・義務化の活用事例

①特記仕様書の適用基準への記載例

受注業者への道路のデザインの取組み方策として、特記仕様書において適用する基
準として記載する手法は効果的である。

記載例は工事編の特記仕様書であるが、設計業務の特記仕様書においても記載す
れば事業の上流段階で反映することができることから、更に効果的である。
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③標準図集への景観配慮型防護柵の採用（東北地整標準図集より）

②図面上に仕様としてガイドラインを記載（北陸地整標準図集より）

標準図集において仕様として記載することや色彩について具体的な基本色名称や標
準マンセル値を記載することは効果的である。

標準図集に景観配慮型防護柵を規定し、標準化している事例もあり、道路景観整備
の質の向上に効果的である。
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第１章　道路デザインの目的と方向性 5-4　トンネル・覆道等の設計

1-1　道路デザインとは △ △ △ △ △ △ △ 5-4-1　トンネルの設計 - - - - - - -

1-2　道路デザインの目的と対象 △ △ △ △ △ △ △ 5-4-2　掘割道路等の設計 - - - - - ○ -

1-3　道路デザインの方向性 △ △ △ △ △ △ △ 5-4-3　覆道の設計 - - - - - - -

第２章　道路デザインの進め方 5-5　車道・歩道及び分離帯の設計

2-1　道路デザインの心得 △ △ △ △ △ △ △ 5-5-1　歩道空間の設計 ○ - - - - - -

2-2　道路デザインの手順 △ △ △ △ △ △ △ 5-5-2　バス停留所等の配置 ○ - - - - - -

2-3　道路デザインの表現方法 △ △ △ △ △ △ △ 5-5-3　植樹帯の配置と植栽設計 ○ - - - - - -

第３章　地域特性による道路デザインの留意点 5-6　ユニバ-サルデザイン ○ - - - - - ○

3-1　山間地域における道路デザイン 5-7　交差点等の設計

3-1-1　自然への影響の軽減と地形の尊重 - - - - - - - 5-7-1　平面交差点の設計 □ □ □ □ - - -

3-1-2　地域の景観資源の活用 - - - - - - - 5-7-2　立体交差点等の設計 - - - - - ○ -

3-2　丘陵・高原地域における道路デザイン - - - - - - - 5-8　休憩ポイントの設計 - - - - - - -

3-3　水辺における道路デザイン - - - - - - - 5-9　環境施設帯の設計 - - - - - - -

3-4　田園地域における道路デザイン - - - - - - - 5-10　道路附属物等の設計

3-5　都市近郊地域における道路デザイン - - - - - - - 5-10-1　交通安全施設等の設計 ○ ○ ○ ○ - ○ -

3-6　市街地における道路デザイン 5-10-2　遮音壁 - - - - - - -

3-6-1　道路ネットワークと道路デザイン ○ ○ ○ ○ - ○ - 5-10-3　道路占用物件 ○ - - - ○ - -

3-6-2　道路の性格に応じたデザイン ○ ○ ○ ○ - ○ - 5-11　植栽の設計

第４章　構想・計画時のデザイン 5-11-1　植栽の景観的役割 ○ - - - - - -

4-1　道路デザイン方針の設定 ○ ○ ○ ○ - ○ - 5-11-2　植栽形式と使用種の選定 ○ - - - - - -

4-2　構想・計画時における道路デザインの重要性 ○ ○ ○ ○ - ○ - 5-11-3　植栽基盤と植栽空間 ○ - - - - - -

4-3　地方部の道路の計画 5-11-4　既存樹林・樹木等の保全・活用 ○ - - - - - -

4-3-1　比較ルートの検討 - - - - - - - 5-11-5　既存道路の改築時における樹木等の取り扱い ○ - - - - - -

4-3-2　線形計画 - - - - - - - 5-12　　色彩の設計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4-3-3　横断計画 - - - - - - - 5-13　暫定供用を予定する道路の設計

4-3-4　道路構造の選択 - - - - - - - 5-13-1　土工の考え方 - - - - - - -

4-4　市街地の道路の計画 5-13-2　道路構造物の考え方 - - - - - - -

4-4-1　地域資源・街割り・公共施設等の配置と道路の線形 ○ - - - - - - 5-14　施工時の対応 ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

4-4-2　都市活動に対応した横断構成 ○ ○ ○ ○ - - - 5-15　既存道路におけるその他の景観改善

4-4-3　幅員構成の再構築 ○ ○ ○ ○ - ○ - 5-15-1　歴史的建造物等の保存 □ □ □ □ - □ -

4-4-4　道路構造物の考え方 ○ - - - - ○ - 5-15-2　無電柱化 - - - - ○ - -

4-4-5　道路と沿道の一体整備 ○ - - - - - ○ 第６章　管理時のデザイン

4-5　現道拡幅の際の考え方 - - - - - - - 6-1　維持管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

4-6　他事業との連携 □ □ □ □ □ □ □ 6-2　景観の点検と地域との関わり ○ - - - - - ○

第５章　設計・施工時のデザイン 6-3　関係者との協力体制の構築と支援 ○ - - - - - ○

5-1　設計・施工にあたっての基本的な考え方 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6-4　植栽管理 ○ - - - - - -

5-2　土工設計 第７章　道路デザインのシステム

5-2-1　設計開始にあたっての留意事項 - - - - - - - 7-1　一貫性の確保

5-2-2　のり面に対するア-スデザイン - - - - - - - 7-1-1　デザイン方針の明確化 □ □ □ □ □ □ □

5-2-3　擁壁・腰石積み - - - - - - - 7-1-2　検討体制の整備 □ □ □ □ □ □ □

5-2-4　のり面の表面処理 - - - - - - - 7-1-3　関係者の役割分担 □ □ □ □ □ □ □

5-3　橋梁・高架橋の設計 7-2　技術力の活用と向上 □ □ □ □ □ □ □

5-3-1　設計の基本的考え方 - - - - - - - 7-3　デザインにかかる仕組みの確立

5-3-2　形式選定と本体設計 - - - - - - - 7-3-1　景観法等の活用 □ □ □ □ □ □ □

5-3-3　地形・植生に対する配慮 - - - - - - - 7-3-2　景観アセスメントの実施 □ □ □ □ □ □ □

5-3-4　都市近郊・市街地における高架橋の設計 - - - - - - -

5 3-5　横断歩道橋・跨道橋等の設計 - - - - - - -

※凡例→　○：必須、□：必要に応じて、△：参考、ｰ：該当しない■事業種別毎の指針(案)解説の該当箇所

※目次構成は改定前のものを使用している。
※リノベーション事業として種別毎の組み合わせで実施される場合は、種別毎に該当箇所を確認する必要がある。

事業種別 事業種別

現行目次構成（実践編） 現行目次構成（実践編）
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